
ポンプ車操法優勝　諏訪市消防団

ラッパ吹奏優勝　長野市消防団

小型ポンプ操法優勝　池田町消防団

開始式

令和７年度　大会結果表 個　　人　　賞

開始式　中澤参与会会長 開始式　福澤会長開始式　渡邉県危機管理部長

順位 ポンプ車操法 小型ポンプ操法 ラッパ吹奏
優勝 諏訪市 池田町 長野市
準優勝 信濃町 茅野市 茅野市
3 上田市 川上村 安曇野市
4 大町市 喬木村 木島平村
5 駒ヶ根市 駒ヶ根市 千曲市
6 飯田市 栄村 上田市
7 南木曽町 南木曽町 佐久市
8 軽井沢町 松本市 駒ヶ根市
9 飯山市 信濃町 木曽町
10 川上村 高山村 高森町
11 松本市 上田市 小海町
12 ー 千曲市 大町市

立科町（順位なし）

ポンプ車操法 小型ポンプ操法

番員 消防団 氏　名 消防団 氏　名

指揮者 南木曽町 松下　幸弘 川上村 小金澤　巧

１番員 諏訪市 小泉　光司 池田町 浅井　佑介

２番員 飯田市 佐々木喬太郎 茅野市 佐久　雄真

３番員 諏訪市 笠原　堅介 川上村 日向　孝幸

４番員 諏訪市 保坂　竜仙 ー ー

長
野
県
と
当
協
会
主
催
、

（
公
財
）日
本
消
防
協
会
後

援
に
よ
る
県
大
会
を
７
月
13
日

（
日
）、
長
野
市
の
県
消
防
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
13
地
区
の
消

防
協
会
か
ら
ポ
ン
プ
操
法
24

チ
ー
ム
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
12
チ
ー

ム
、
選
手
関
係
者
、
来
賓
・

役
員
、
審
査
員
、
運
営
員
合

わ
せ
て
約
１
，６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

優
勝
は
ポ
ン
プ
車
操
法
が

昨
年
度
に
引
き
続
き
諏
訪
市

消
防
団
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法

は
池
田
町
消
防
団
が
初
優
勝
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
長
野
市
消

防
団
が
4
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

設
営
、
運
営
を
担
っ
た
須

高
消
防
協
会
で
は
約
百
人
が

前
日
の
準
備
か
ら
参
加
。
県

消
防
学
校
で
の
開
催
ノ
ウ
ハ
ウ

を
引
継
ぐ
と
と
も
に
、
独
自

の
工
夫
や
見
直
し
を
加
え
て

円
滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
開
始
式
に

来
賓
の
参
与
や
地
区
協
会
か

ら
約
１
３
０
人
の
役
員
、
団

員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
は
じ
め
、
県
消
防

学
校
、
消
防
職
員
等
関
係
者

が
支
え
、
歴
史
を
刻
ん
で
い

る
県
大
会
。
新
た
な
課
題
で

あ
る
熱
中
症
対
策
や
参
加
者
、

運
営
員
、
審
査
員
の
負
担
軽

減
な
ど
に
も
対
応
す
る
た
め
、

今
後
も
理
事
会
等
に
お
い
て

協
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

第第
6767
回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第第
3434
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

優
勝
チ
ー
ム

ポ
ン
プ
車
操
法
　
諏
訪
市
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
操
法
　
池
田
町
消
防
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
　
長
野
市
消
防
団
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池田町消防団　「最高の仲間！！」

諏訪市消防団　「感謝」

池
田
町
消
防
団
第
２
分
団
は
池
田

町
の
北
側
、
堀
之
内
・
正
科
地
域
に

あ
り
ま
す
。

池
田
町
で
は
今
年
度
は
操
法
の
訓

練
を
行
う
か
各
部
隊
で
訓
練
内
容
を

決
め
年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
か
の

各
部
隊
の
選
択
制
を
と
る
形
で
し

た
。
私
た
ち
の
部
隊
は
操
法
の
訓
練

は
ど
ん
な
災
害
現
場
に
も
通
ず
る
基

本
が
詰
ま
っ
て
い
る
重
要
な
訓
練
と

考
え
操
法
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

練
習
は
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
家
族
に
負
担
を
少
し

で
も
か
け
な
い
よ
う
に
と
朝
５
時
か

ら
６
時
ま
で
練
習
を
開
始
し
ま
し

た
。
選
手
は
腰
や
膝
の
け
が
な
ど
を

抱
え
る
中
ま
た
仕
事
で
練
習
に
出
ら

れ
な
い
選
手
の
代
役
を
他
の
団
員
が

務
め
る
な
ど
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
大

事
な
役
割
を
持
ち
練
習
を
進
め
る
に

つ
れ
よ
り
一
層
チ
ー
ム
の
絆
が
強
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
今
年
こ
そ
は
絶
対
優
勝
す
る
ん

だ
」
と
練
習
当
初
か
ら
団
員
全
員
が

一
丸
と
な
り
朝
も
早
く
か
ら
練
習
し

集
中
し
て
訓
練
に
臨
ん
で
く
れ
と
て

も
質
の
高
い
練
習
が
出
来
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
と
に
か
く
練
習
通
り

の
操
法
を
や
ろ
う
と
大
会
に
臨
み
、

操
法
が
終
わ
っ
た
時
に
は
選
手
も
サ

ポ
ー
タ
ー
も「
最
高
の
操
法
だ
っ
た
」

と
胸
を
張
り
優
勝
の
結
果
を
聞
い
た

時
に
は「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
」
と

自
信
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
全
国

大
会
が
あ
る
の
で
来
年
も
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
回
優
勝
で
き
た
の
は
痛
い
体

を
酷
使
し
頑
張
っ
て
く
れ
た
選
手
、

日
々
の
練
習
の
準
備
や
片
づ
け
、
指

導
を
し
て
く
れ
た
サ
ポ
ー
ト
団
員
、

支
え
て
く
れ
た
家
族
、地
域
の
皆
様
、

町
の
消
防
団
関
係
者
の
皆
様
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
長

い
期
間
支
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

操
法
の
訓
練
に
は
基
本
が
詰

ま
っ
て
お
り
大
会
で
披
露
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
災
害
現

場
に
お
い
て
地
域
住
民
の
安
全
・

財
産
を
守
る
こ
と
、
団
員
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も
日
々

の
訓
練
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

近
年
は
自
然
災
害
が
増
え
て
お

り
災
害
時
に
は
日
々
の
訓
練
で

培
っ
て
き
た
操
法
技
術
、
仲
間

の
絆
を
発
揮
し
自
分
た
ち
の
地

域
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
長
野
県
大
会
ま
で
、
家

族
、
地
域
の
方
々
、
消
防
団
関
係

者
の
方
々
の
ご
協
力
、
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
で
第
一
部
優
勝
と
い
う

結
果
を
掴
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
諏
訪
市
消
防
団
第
５
分

団
で
は
４
月
よ
り
操
法
訓
練
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
は
ポ
ン
プ
車

も
新
し
く
な
り
、
新
入
班
員
も
増

え
ス
タ
ー
ト
か
ら
勢
い
の
あ
る
機

械
班
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は

諏
訪
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で

機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
で
送
水
を
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
操
法
中
止
と
い
う

悔
し
い
結
果
で
し
た
。
昨
年
度
の
悔

し
さ
も
あ
り
、
訓
練
に
も
よ
り
一

層
気
持
ち
が
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
班
員
も
増
え
２
チ
ー
ム

作
る
こ
と
が
出
来
、
大
会
出
場
チ
ー

ム
の
選
考
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
選
手
た
ち
も
切
磋
琢
磨
し
、

選
手
全
員
の
技
術
力
、
団
結
力
の

向
上
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、諏
訪
市
の
大
会
、

諏
訪
地
区
大
会
を
優
勝
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

内
容
は
選
手
が
納
得
い
く
も
の
で

は
な
く
、
課
題
も
残
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
団
員
も

い
る
中
で
署
指
導
員
、
団
指
導
員
、

多
く
の
団
員
に
支
え
て
頂
き
、
課

題
を
修
正
し
、
県
大
会
当
日
も
皆

様
の
大
き
な
ご
声
援
が
選
手
の
力

に
な
り
、
選
手
も
実
力
を
発
揮
し
、

長
野
県
大
会
を
優
勝
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
優
勝
は
選
手

の
み
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
、
地
域

の
方
々
、
消
防
団
関
係
者
の
皆
様
、

支
え
て
頂
い
た
全
て
の
皆
様
と
一

丸
と
な
り
勝
ち
取
っ
た
優
勝
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
３
ヶ
月
間
一

生
懸
命
訓
練
に
励
ん
で
く
れ
た
選

手
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
操
法
訓
練
の
廃

止
、
大
会
を
行
わ
な
い
な
ど
操
法

の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
入
団
し
た
当
時
は
、
毎
日
の

よ
う
に
操
法
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
団
員
の
負
担
軽
減

や
怪
我
防
止
の
為
、
し
っ
か
り
休

日
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

昔
に
比
べ
て
操
法
訓
練
に
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
も
し
て
い
ま

す
。
操
法
を
簡
単
に
廃
止
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
皆
で
考
え
良

い
方
向
に
変
え
て
い
く
事
で
消
防

力
を
低
下
さ
せ
ず
に
訓
練
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
地
域
、
家
族
、
仲
間
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
事
と
私
は
思
い
ま
す
。

優
勝
チ
ー
ム
か
ら
の
寄
稿

優
勝
チ
ー
ム
か
ら
の
寄
稿

念
願
の
県
大
会
初
優
勝

池
田
町
消
防
団
第
２
分
団

分
団
長
　
矢
口
　
雅
俊

県
大
会
を
振
り
返
っ
て

諏
訪
市
消
防
団
第
５
分
団

　
主
将
　
玉
本
　
祥
大
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長野消防団　「皆様のご支援とご協力に感謝」

第1回理事会
進行係　須高消防協会

終了式　吉原消防学校長

開始式　来賓の参与、評議員の方々

競技を見守る出場団、協会役員

終了式　地区協会、審査員

ラッパ吹奏審査員の方々

前日準備　須高消防協会

ホース撤収に協力いただいた消防学校初任科の皆さん

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
。
そ
し

て
優
勝
し
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ

を
今
年
も
感
じ
な
が
ら
臨
み
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
の
３
連
覇
か
ら
今

年
も
優
勝
を
目
指
し
て
の
取
り
組

み
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

今
年
も
昨
年
ま
で
と
同
じ
指
導

者
に
よ
り
、主
将
、ラ
ッ
パ
吹
奏
者
、

打
楽
器
奏
者
、
指
揮
者
の
選
定
に

あ
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
吹
奏

の
指
導
も
課
題
曲
に
お
い
て
は
昨

年
以
上
の
演
奏
を
目
標
に
、
自
由

５
月
14
日（
水
）第
１
回
理
事
会
を

長
野
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
危

機
管
理
部
渡
邉
部
長
に
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
後
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算（
別
表
の

と
お
り
）に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説

明
。
清
水
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
評
議
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寝
る
間
を
惜
し
ん
で
頑
張
っ
て

く
れ
た
隊
員
、
隊
員
を
支
え
て
く

れ
た
ご
家
族
、
何
度
も
激
励
に
来

て
い
た
だ
い
た
消
防
団
本
部
を
始

め
と
し
た
団
員
、
О
Ｂ
の
皆
様
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆

様
、
そ
し
て
消
防
局
の
皆
様
、
大

勢
の
方
に
支
え
ら
れ
私
達
音
楽
隊

は
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

曲
は
昨
年
と
同
じ
曲
と
新
し
い
曲

の
２
曲
で
挑
み
、
昨
年
か
ら
練
習

を
始
め
２
月
の
長
野
市
消
防
団
音

楽
隊
の
定
期
演
奏
会
で
披
露
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
一
度
仕
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
大
会
で
の
演
奏
が
う
ま
く

で
き
る
か
と
思
え
ば
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
で
の
演

奏
は
全
然
違
う
も
の
で
、
細
か
い

曲
想
や
音
の
出
し
方
の
指
導
を
受

け
て
、
直
前
ま
で
繰
り
返
し
練
習

し
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
大
会
に
備
え
中
条

体
育
館
を
お
借
り
し
て
の
練
習
、

他
の
予
約
が
あ
り
使
用
で
き
な
い

日
は
中
条
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
講

堂
を
お
借
り
し
て
の
練
習
で
し
た
。

夕
方
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、

体
育
館
の
中
は
暑
く
、
飲
み
物

を
用
意
し
た
り
休
憩
を
入
れ

た
り
の
熱
中
症
対
策
を
し
な

が
ら
で
し
た
。
ま
た
、
中
条
は

自
宅
か
ら
遠
い
団
員
も
い
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
段
取
り
を

つ
け
参
加
し
て
熱
心
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
家
族
の
協
力
も
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り

な
が
ら
僅
差
で
は
あ
り
ま
し

た
が
今
年
も
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
今
後
の
音
楽
隊
そ
し
て
消

防
団
員
と
し
て
の
活
動
、
仕
事

や
普
段
の
生
活
に
も
活
か
し

大
会
を
振
り
返
っ
て

長
野
市
消
防
団
音
楽
隊
長佐

當
　
一
行

令
和
７
年
度

第
１
回
理
事
会

県大会スナップ
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定時評議員会

第1回女性消防団員活性化会議

御遺族による献花 追悼のことば　福澤会長

今
年
度
の
定
時
評
議
員
会
を
５

月
29
日（
木
）長
野
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

会
議
に
は
、
評
議
員
５
名
全
員
と

正
副
会
長
が
出
席
。
五
十
嵐
幸
男
評

議
員（
参

与
会
相
談

役
）に
議

長
を
務
め

て
い
た
だ

き
、
歳
入

歳
出
決
算

及
び
新
た

な
監
事
等

の
選
任
に

つ
い
て
承

認
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
26
日︵
土
︶、
各
地
区
消
防
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
女
性
消
防
団
員

活
性
化
委
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

第
１
回
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
会

議
を
松
本
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
最
初
の
会
議
に
は
、
委
員
13
名

中
８
名
、
福
澤
会
長
、
坂
巻
副
会
長

及
び
消
防
課
担
当
職
員
が
出
席
。
会

県
消
防
長
会
と
の
共
催
に
よ
る
県

消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
が
９
月
３

日（
水
）、
長
野
市
花
岡
平
の「
殉
難

消
防
組
員
の
碑
」
前
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
か
ら
新
田
副
知
事
、
渡
邉
危
機

管
理
部
長
、
小
野
危
機
管
理
部
次
長

兼
消
防
課
長
、
吉
原
消
防
学
校
長
、

渋
沢
消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
所

長
、
主
催
側
か
ら
村
松
県
消
防
長
会

長
、
県
消
防
長
会
副
会
長
、
当
協
会

正
副
会
長
、
福
利
厚
生
委
員
、
理
事

合
わ
せ
て
28
名
が
参
列
。
村
松
消
防

長
会
長
か
ら
の「
式
辞
」、
新
田
副
知

事
及
び
福
澤
会
長
に
よ
る「
追
悼
の

こ
と
ば
」
に
続
き
、
お
一
人
ず
つ
献

花
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
11
日（
木
）、
東
京
都
内
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で（
公
財
）日
本
消
防

協
会
主
催
、
総
務
省
消
防
庁
後
援
に

よ
る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
、

村
上
総
務
大
臣
ら
が
出
席
。
当
県
を

含
む
全
国
か
ら
御
遺
族
の
代
表
、
消

防
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
知
事
表
彰
は
次
の
７

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

青
木
春
美	

（
元
）小
諸
市
消
防
団
長

今
井
一
彦	

下
諏
訪
町
消
防
団
長

小
川
勝
弘	

松
本
市
消
防
団
分
団
長

小
口
満
子	

下
諏
訪
町
消
防
団
員

小
島
秀
幸	

（
前
）岡
谷
市
消
防
団
分
団
長

久
保
田
毅	

松
本
市
消
防
団
分
団
長

吉
澤
　
洋	

（
前
）下
諏
訪
町
消
防
団
分
団
長

　
県
内
か
ら
は
、
次
の
４
名
の
方
々

が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

瑞
宝
単
光
章

井
出
大
広	

（
元
）北
相
木
村
消
防
団
長

塩
川
浩
次	

（
元
）小
諸
市
消
防
団
長

林
　
和
敏	

（
元
）岡
谷
市
消
防
団
分
団
長

米
窪
潤
司	

（
元
）塩
尻
市
消
防
団
長

定
時
評
議
員
会

第
１
回
女
性
消
防
団
員

活
性
化
会
議

長
野
県
消
防
関
係

殉
職
者
慰
霊
祭

第
44
回
全
国
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭

知
事
表
彰

消
防
関
係
者

春
の
叙
勲

議
で
は
、
来
年
度
開
催
す
る
県
大
会

の
日
程
や
内
容
を
協
議
し
、
正
副
会

長
の
選
任
で
は
、徳
武
委
員︵
須
坂
市
︶

を
会
長
に
、
竜
野
委
員︵
長
和
町
︶を

副
会
長
に
選
任
。
後
半
は
各
委
員
の

消
防
団
や
地
区
消
防
協
会
で
の
活
動

内
容
の
発
表
が
あ
り
、 

活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和６年度歳入歳出決算
（令和６年４月１日～令和７年３月 31日まで）

（単位　円）
Ⅰ事業活動収支の部
　１事業活動収入
　　基本財産運用収入 6,906,000
　　事業収入 5,395,342
　　補助金等収入 9,768,240
　　雑収入 2,738,575
　事業活動収入計 24,808,157
　２事業活動支出
　　事業費支出 14,341,467
　　　広報事業費 484,000
　　　予防宣伝対策事業費 458,829
　　　教養訓練事業費 9,379,297
　　　表彰事業費 2,278,584
　　　弔意救済事業費 1,740,757
　　管理費支出 13,559,534
　事業活動支出計 27,901,001
　事業活動収支差額 △ 3,092,844
Ⅱ投資活動収支の部
　１投資活動収入
　　財政調整積立資金取崩収入 11,016,390
　２投資活動支出 10,782,607
　　投資活動収支差額 233,783
当期収支差額 △ 2,859,061
前期繰越収支差額 4,705,657
次期繰越収支差額 1,846,596

現
在
の
殉
職
者
の
御
霊
は
５
，

７
９
５
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

消
防
協
会
の
秋
本
会
長
は
、
式
辞

の
中
で「
消
防
の
任
務
は
益
々
重
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
事
故
防
止
に
全
力
を
尽
く
す
こ

と
が
、
職
に
殉
じ
ら
れ
た
御
霊
に
対

す
る
私
ど
も
の
責
務
で
あ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
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